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昭和３０年代は、戦後の混乱がひと段落して日本が大きく伸びていった時代です。

とりわけ電化製品は、「三種の神器」といわれた（テレビ・冷蔵庫・洗濯機）を中心にさ

まざまな製品が登場し、人々の暮らしは大きく変わりました。それまでは、ご飯は自動

では炊けませんでした。お母さんは、１時間早く起きてご飯を炊く準備です。洗濯機は

多くの家にはありませんでした。夏の炎天下、また冬の冷たい水でタライにしゃがみ洗

濯板でゴシゴシ。そしてテレビや冷蔵庫もないのですから、扇風機で涼みながらナイ

ター中継を見て、冷えたビールで一杯というわけにいきませんでした。

その頃のメーカーの姿勢は、お客さんの要望があったらとりあえず作ってみよう。電

気でできるものは製品にしてみよう…だったようです。それは時として勇み足だった

り、アイデア倒れに終わったものもありますが、それが後年、世界を席巻するテレビや

ビデオなどの礎になったんだと思います。

私はそんな昭和３０年代の色んな製品を見ると、むしろヒットしなかったモノにこそ

「よくがんばったねぇ～」といとおしさを感じます。「どんな思いで作らはったのかなぁ」

「買った人は使ってみて便利と思ったんやろか」当時の人たちに思いを馳せてみま

す。

これから私の昭和レトロ家電コレクションの中から、そんな製品たちをご紹介しま

す。先人の工夫、またその頃の日本の元気や勢いのようなものを感じてもらえればと

思います。

東芝 スナック３ ＨＴＳ-６２ （昭和３９年 ３,５００円）

あわただしい朝に、トース

ト、ホットミルク、目玉焼が

一度に調理ができるという

東芝の「スナック３」。当時

は洋食の朝食に憧れがあ

ったのかもしれません。使

い方は見ての通り、トース

ター・ミルクポット・ホットプ

レートでそれぞれを調理し

ます。取扱説明書によると

「２つまたは３つの調理を同

時になさるときには所要時 （写真提供 山川出版社）
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間の長くなるものからセットしてくだ

さい。まずミルクを入れ、２～３分

たったら次にプレートに卵を落とし、

最後にトースターにパンを入れる」

とのこと。まさしく同時進行で３品

完成ってところです。宣伝文句は

「スナック３をスピーディーな朝食

などにフルにご活用ください」。でも

調理の間は、朝の忙しい時にこの

スナック３の前にずっと居なければ

いけないわけで…。段取りがいいの

か、いささか微妙～ではあります。

早川（現 シャープ） 自動ハサミ「クイッキー」 （ＥＶ-９９０ 昭和３６年 １,７５０円）

シャープがお台所の電化の次に考えたのが“お裁縫の電化”でした。「ハサミが電

化されました。かるく握ったままで、滑るように切れる…、シャープ自動ハサミは、日

本で初めてシャープがおおくりする画期的な新製品です。

自動ハサミ「クイッキー」（写真は後継のＥＶ-９９１） （写真提供 山川出版社）

ＫＥＮ‐ＩＣＨＩ ＭＡＳＵＤＡ

５



クイッキーは素晴らしい

性能の持主で、特に刃は

毎秒６０回微振動しますか

ら複雑な曲線切りはまさに

“クイッキー”の独壇場で

す」。牛乳１本１２円の時代

に１,７５０円。牛 乳 約１５０

本分。かなり高価ですが、

縫製業者やデザイナーさ

んに発売当初は結構売れ

たようです。

両面ダイヤル式電話機「ボースホーン」

製造：岩崎通信機、発売：日東通信機 （昭和３８年 ９,７００円）

ひとつの電話機にダイヤルが２個付いていて、机をはさんで両方からダイヤル出来

るという「夢のテレホン！ペアーダイヤル方式ボースホーン」。もちろん電話をかける

先は１回線だけです。当時は電話回線が少なく、また回線を申し込んでもすぐに引く

両面ダイヤル式電話機「ボースホーン」

ＨＯＭＥ ＥＬＥＣＴＲＯＮＩＣＳ

６



ことができなかったことから、このようなアイデア商品が生まれ

ました。主に新聞社やテレビ局で使われたとのこと。しかし使う

際に、一方の人は右手で受話器を持ち、左手でダイヤル…と

いう図になってしまうので少々使い難くそうです。発想はとても

面白いのですが、そんな理由からかヒット商品とはならなかっ

たようです。

早川（現 シャープ） テレビ型ラジオ「シネマスーパー」５Ｓ-８５ （昭和３１年 １０,９００円）

昭和２８年、テレビの本放送が始まりました。しかし、当時のテレビ受像機は非常に

高価。高卒の国家公務員初任給が５,４００円の時代に２０万円前後…。そこで気分

だけでもテレビを味わおうと、外観がテレビの形をしたラジオが早川電機から発売され

テレビ型ラジオ「シネマスーパー」５Ｓ-８５
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ました。「テレビを形どったラジオのニューモード」（『シャープニュース』昭和３１年８

月）という触れ込みでした。価格は１０,９００円。その頃のテレビは１４型で８万円。たし

かにテレビよりは安いとはいえ、けっして安い買い物ではなかったはずです。

「お父さん、けったいな（変な）ラジオ買うてこんといて！」。このラジオをめぐってそ

んな夫婦ゲンカもあったかもしれません。

松下（現 パナソニック） 電気自動皿洗機 ＮＲ-５００ （昭和３５年 ５９,０００円）

一見すると洗濯機のようですが、実はこれ電気自動皿洗機。今でいうところの食

洗機です。発売は意外と早く昭和３５年。松下電器曰く、これが日本初だそうです。し

かし高卒の国家公務員初任給が７,４００円の時代に、５９,０００円と高価なこと。５～

７人の家庭用にしては場所をとること。また一回洗うと１００Ｌと、水を大量に使うこと。

そして「食器を機械に洗ってもらうなんて」という当時の常識。残念ながら普及しませ

んでした。しかし工夫を重ねて５０年、節水や小型化が進み、また主婦もどんどん外

で働く世の中の到来もあり、ようやく食洗機の時代が訪れました。

東芝 自動式電気釜 ＥＲ-４ (昭和３０年 ３,２００円)

この一品で、日本の台所の電化は幕を開けたといっても言い過ぎではないでしょ

う。昭和３０年に東芝から発売された自動式電気釜。スイッチひとつで失敗なく自動

電気自動皿洗機 ＮＲ-５００ （写真提供：山川出版社）
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的にご飯の炊ける電気釜の誕生です。今ではスイッチ一つで簡単にご飯を炊くことが

できますが、当時は途中の炊き具合、また炊く量や季節により、火加減・水加減を人

間が勘を頼りに調節する必要がありました。焦げたり芯があったりと失敗も結構あった

ようです。

『家電今昔物語』（山田正吾・著 三省堂）によると「ご飯の炊き方ひとつで、お姑

さんからやかましく言われていた私たちの苦労を、娘にはさせたくなかったがこれで解

決しました」、「家事見習なしですぐ花嫁になれる」など、東芝には多くの感謝の言葉

が寄せられたそうです。

いかがでしたか。昭和３０年代に発売されたアイデア豊かな製品、意外と早くに実

用化されていた製品、そして暮らしを大きく変えた製品のいくつかをご紹介しました。

当時の人たちは、こんなに便利になるのなら「お母さんのために洗濯機を買おう」、頑

張って働いて次は「テレビを買おう」、「冷蔵庫を買おう」。今度はどんな製品が出てく

るのかと期待し、またメーカー側も「こんな製品ができました、これで暮らしが便利に

なります」と、さまざまな製品を発売したのだと思います。そんな当時の雰囲気が伝わ

りましたでしょうか。

さて、私のコレクション展「お正月だよ！今年もよろしく 昭和レトロ家電～マスダコレ

クション展～」が２月１４日まで、天六にある大阪くらしの今昔館で開催されます。さき

ほど紹介したような製品のほかに、今回は昭和３０年代の食品や薬などのポスター

約４０点を展示します。こちらへもどうぞお越しください。

ますだ・けんいち：大阪くらしの今昔館 特別研究員

自動電気釜（写真は翌年発売のＥＲ-５）
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